
1. はじめに 

埼玉大学では技術職員の業務に占める安全

管理業務の割合が年々増加している。そこで

我々は、本学の安全管理に技術職員として貢献

することを目的として、平成 22 年に本プロジェクト

を立ち上げ、これまでに以下のような活動を行っ

てきた。 

 

1）全学で購入する毒劇物の、薬品管理システ

ムへの一括登録 

2）安全管理かわら版の発行 

3）ヒヤリハット事例の収集と公開 

4）近隣他大学等の技術職員との情報交換や意

見交換のための「北関東技術系職員安全管

理ワークショップ」の開催・参加 

5）理工学研究科安全衛生委員会との連携によ

る安全管理業務 

 

本稿では、平成 27 年度における安全管理プ

ロジェクトの活動状況について報告する。 

 

2. 今年度の活動内容 

2-1 薬品管理支援 

本学では、適切な薬品管理のために、薬品管

理システム IASO R5 (以下、IASO） を導入してい

る。本プロジェクトでは、IASO 上の薬品データベ

ースおよびユーザーの登録・更新などの基本デ

ータの管理を行っている。また、薬品の使用・廃

棄に関する問い合わせにも対応している。さらに、

IASO を利用して PRTR 法及びさいたま市条例に

基づく指定化学物質の届け出のための集計業

務も行っている。 

総合技術支援センターでは、埼玉大学で購入

した全ての毒劇物薬品を、IASO に一括登録して

いる。この業務にはセンターの技術職員全員が

当番であたり、本プロジェクトが業務をサポートし

ている。今年度の毒劇物の登録件数は、約 1560

件であった。 

この一括登録により、毒劇物薬品の登録漏れ

は解消された。しかし、使用量や保管場所など必

要な情報が、ユーザーにより適切に更新・入力さ

れておらず、システムが正しく利用されていない

のが現状である。そこで今年度は、グループ ID、

ユーザー、保管場所などの使用者の基本情報の

確認、および保管場所変更状況の点検と改善勧

告を行った。適切な利用状態を維持するために

は、定期的な点検と勧告が必要である。来年度

はそのための作業体制の整備に取り組んでいく

予定である。 

 

2-2 安全管理かわら版の発行 

 埼玉大学では、平成 25 年 10 月、教育研究機

関化学物質管理ネットワーク (ACSES) に加入し

た。本プロジェクトでは、ACSES から配信される

「ACSES ニュースレター」を学内の安全管理に活

用するため、月一回、4 頁程度にまとめた「化学

物質の安全管理かわら版」を編集・発行している。

配布先は、理工学研究科と教育学部の実験系

講座の教員および技術職員、事務局など全学に

わたり、発行部数は約 300 部である。 

 １面は毎月号のトピックスとして、配信されている

ニュースの中から、業務に係わる法令改正・事故

事例や、学内に周知すべき事項を中心に編集し

ている (図１)。今年度は、法令関係では 「労働

安全衛生法改正によるリスクアセスメントの義務

化」、事故関係では、「化学物質の事故対策の保

護具着用」・「有害物質の流しへの放流禁止」、

周知情報としては、「薬品管理システムの案内」・

「PRTR 法等による指定化学物質の取扱量の届

け出」などを取り上げた。 

2 頁以降の「最近の話題」では、ACSES ニュー

スレターから必要な情報や役立つ情報を選び、

記事のタイトルと概要をまとめ、記載している。 
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 また、最終紙面の「お知らせ」には、毒劇物の検

収・登録の窓口業務の時間変更等の案内など、

学内への通知事項を掲載した。 

  さらに、「ACSES ニュースレター」を、学内限定

で Web 上に公開し、教職員・学生が学内で自由

に閲覧できるようにした。 

 

2-3 ヒヤリハット事例の収集 

実験系の作業場において発生した事故および

ヒヤリハットの情報をまとめ、公開し、事故防止に

役立てることを目的として、情報収集を行ってい

る。これまでに約 200 件の事例を集めた。これら

の情報は、2011 年と 2015 年にヒヤリハット事例集

としてまとめ、学内限定で公開した。その一部は、

「実験・実習 安全の手引」 （埼玉大学理工学研

究科安全衛生委員会） に掲載され、学生への

安全教育に利用されている。 

今年度は、ヒヤリハットの情報収集方法の改善

を課題として、活動を行った。その試みのひとつと

して、常時情報を受け付けられるように、ヒヤリハ

ット投書箱を学内の 5 ヶ所に設置した（図 2）。設

置後 6 ヶ月の間に、19 件の事例が寄せられた。

今後はヒヤリハット投書箱の設置場所をさらに増

やす予定である。 

また 9 月 18 日に茨城大学で開催された、「第 4

回北関東地区技術系職員安全管理ワークショッ

プ」において、ヒヤリハット事例集作成や投書箱

設置などの活動を紹介し、他大学と意見交換を

行った。 

 

2-4 理工学研究科安全衛生委員会との連携 

総合技術支援センターでは、センター長およ

び本プロジェクトリーダーが理工学研究科安全衛

生委員会に出席し、理工学研究科内の安全に

ついて意見交換や、情報収集を行っている。 

今年度は、労働安全衛生法の改正に伴い、新

たに開始されるリスクアセスメントや特別管理物質

の使用記録保存について、得られた情報を提供

した。また、リスクアセスメント調査票や、特別管理

物質使用作業記録簿の書式を検討するワーキン

ググループに参加し、作成に携わった。 

 

3. まとめ 

労働安全衛生法など各種法令の改正が続い

ており、大学の教育・研究環境を守るための工夫

もそれらに沿って変えていく必要がある。ヒヤリハ

ット事例の収集やかわら版の発行、薬品管理支

援といった活動を通じて、引き続き、大学の作業

環境に即した安全管理方法を提案していく予定

である。 

今後も我々の持つ様々な知識や技術を駆使し、

学内の関係する部局と連携をとりつつ、さらなる

貢献を目指して活動していきたい。 

 

図 2. ヒヤリハット投書箱の設置例 
 

図１. H27 年度の表紙面の例 


